　　　　　　　　　　御中
１．工事名称　　
２．工事場所　　
３．施工期間　　　　年　　月　　日　　から　　　　年　　月　　日
４．施工内容　　
	施工部位
	仕様
	数量(面積)

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	合計　　㎡


５．使用材料　　
６．工法名　　　

７．性能保証期間　　　年　　月　　日　から　　年　　月　　日までの　　年間
８．保証内容　　
　　設計から施工に関し、関係者がそれぞれ適正に責務を果たし工事を遂行したにもかかわらず、施設引渡し後、性能保証期間内に対象コンクリート構造物の劣化状態を進行させる不具合が発生した場合には、協議による原因調査・究明の結果、施工管理、施工、使用材料の品質上の問題によるとの結論に至った場合、対策について協議決定の上、「日本下水道事業団　　下水道コンクリート構造物の腐食抑制技術及び防食技術マニュアル」（平成29年12月）及び本書に基づき免責事項に該当するものを除き、責任をもって防食性能の回復を図ります。
９．免責事項　　　
施設管理者による日常点検及び定期点検の実施及び点検記録について付属書（免責事項）に順ずる項目として別紙付属書の通りと致します。
年　　月　　日

　　受注者　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　施工者　　　　　　
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　材料製造業者　　　神奈川県横浜市神奈川区恵比須町8番地
 　　　               株式会社レゾナック建材
　  　　　                     営業部
　　　（付属書）

コンクリート防食被覆工法性能保証の免責事項
＜免責事項＞

１．施設の運転管理に起因して、当該防食被覆工事の設計時点で設定された腐食環境が著しく変化したことにより生じる防食被覆層の障害及び劣化。
注）環境が厳しくなる場合は、目標耐用年数10年間を確保することが困難。
２．防食被覆工事の施工中に、温度・湿度の改善対策など、適切な処置による所要の
施工環境の確保が困難な状況が生じた場合。
注）当該施設の施工環境条件に適合した防食被覆工法を選定したにも関わらず、防食被覆工の施工時に、環境温度(5℃以上、35℃未満)・湿度（85％以下）等の改善対策など、適切な処置による所要の施工環境の確保が、施工中または養生中に物理的に維持することが困難な状態で施工せざるを得なくなった場合には、施工品質の確保が出来ず、目標耐用年数10年間を確保することが出来ない恐れがある。
３．対象となるコンクリート構造物の透水・変動による被覆損傷の発生、及びこれに起因する構造物の劣化と不具合。
注）コンクリート構造物への水の浸透に起因する被覆背面圧による被覆損傷、ひび割れ、コールドジョイントなどの被覆施工後の変動に起因する被覆損傷。
４．地震、火災、地盤沈下その他の天災に起因する防食被覆層の二次的障害によるコンクリート構造物の劣化。

注）自然災害等による不可抗力で受注者や施工者の責任は問えない。

５．材料の品質及び施工に起因しない事由による損傷。
６．防食被覆工事以外の工事に起因する防食被覆層の障害によるコンクリート構造物の劣化。
７．故意又は過失による人為的事故に起因する損傷。
８．腐食抑制方法の変化が原因と考えられる損傷。
９．施設管理者が初期点検、日常点検及び定期点検（年間1回以上程度＊１）を実施しなかったとき若しくは維持管理の記録を保管していないとき。
注）＊１）点検・改修・改築が困難な個所で、Ｄ種（シートライニング工法）を適用する場合については、発注者は予め特記仕様書に点検可能な頻度を明記した場合は、定期点検を最長5年に1回程度とすることが出来る。ただし、この場合は工事着手前に当事者間で協議し、その結果の点検頻度を保証書に記述すること。
10．防食被覆工事の発注者又は発注者の指名した監督職員の指示に起因するもの。
（ただし、当該指示によった場合に不具合が予測されるものであって、受注者又は施工者がその事実を発注者または監督職員に申し出なかった場合を除く。）。
注）設計図書などに指定された、工法・仕様・使用材料・各部処理等が不適切であることにより、受注者または専門技術者（施工者）が提案する適切な改善案を監督職員が拒否したことに起因する　　　　　障害

ＪＳの工事請負契約書第44条第5項では、以下としている。
第1項の規定は、工事目的物のかしが支給材料の性質又は甲若しくは監督員の指図により生じ
たものであるときは適用しない。ただし、乙がその材料又は指図の不適切であることを知りな

　がら、これを通知しなかったときは、この限りではない。
注）甲：発注者　乙：受注者
11．対象となるコンクリート構造物の劣化を進行させる不具合の発生後1ヵ年を経過した日以降に保証の申出があったとき。
注）施設管理者が、防食被覆層の不具合を確認していながら、1年以上受注者に通知せず、調査依頼しなかった場合。
＜塗布型ライニング工法＞
対象コンクリート構造物の劣化に影響しない防食被覆層の経年変化。
※　変色、軽微なフクレ、防食被覆層の細かなひび割れ（コンクリートまで貫通していないひび割れ）など、防食被覆層がコンクリートを保護する機能を維持している場合。
＜シートライニング工法＞
シート部：対象コンクリート構造物の劣化に影響しない防食被覆層の経年変化。
※　シート部表面の変色など、防食被覆層がコンクリートを保護する機能を維持している場合。
継ぎ目部：対象コンクリート構造物の劣化に影響しない継ぎ目処理材の経年変化。
※　継ぎ目処理材の変色など、継ぎ目処理材がコンクリートを保護する機能を維持している場合。
＜モルタルライニング工法＞
対象コンリート構造物の劣化に影響しない被覆層の経年変化。
※　変色、防食層の細かなひび割れ（ひび割れ幅0.2mm以下）など、防食層がコンクリートを保護する機能を維持している場合。
※腐食環境分類

	分類
	腐食環境

	Ⅰ類
	年間平均Ｈ２Ｓガス濃度が50ppm以上で、硫酸によるコンクリート腐食が

極度に見られる腐食環境。

	Ⅱ類
	年間平均Ｈ２Ｓガス濃度が10ppm以上50ppm未満で、硫酸によるコンクリート腐食が

顕著に見られる腐食環境。

	Ⅲ類
	年間平均Ｈ２Ｓガス濃度が10ppm未満であるが、硫酸によるコンクリート腐食が明らかに見られる腐食環境。

	Ⅳ類
	硫酸による腐食はほとんど生じないが、コンクリートに接する液相が酸性

状態になりえる腐食環境。


※日本下水道事業団　下水道コンクリート構造物の腐食抑制技術及び防食技術マニュアル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成29年12月）

念　　　書

　　年　　月　　日

株式会社レゾナック建材　殿

コンクリート防食被覆工事内容


１．工事名称　　　　　

　　（住所）　　　　　

２．施工期間　　　　　

３．施工箇所　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

４．使用材料及び工法名　　　　　
５．面積　
６．性能保証期間　　　　年　月　　日から　　年　月　　日までの　　　年間

７．受注者　　　　　
８．保証書宛先　　　　
弊社施工に関わる上記コンクリート防食被覆工事に連帯保証をお願いしましたが、株式会社レゾナック建材には製品に対する保証であり、具体的には日本下水道事業団の規格性能を有している事の保証であり、施工その他に関しては一切ご迷惑かけぬ事を誓約致します。


　　施工者　　　　　会社名　　　

　　　　　　　　　　住　所　　　
　　　　　　　　　　代表者名　　

　



コンクリート防食被覆工法性能保証書








必須





必須





社印、捺印を押してください





販売店　①　　　　　　　　　　　　　ご担当者名





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


販売店　②





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　








